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（４）オオクチバスの標識システムに関する調査 

 

①台湾から日本へのオオクチバスの流通実態 

台湾の種苗生産施設や養殖業、日本の特定飼養等施設の管理者のヒアリング結果をもと

づくと、台湾と日本におけるオオクチバスの生きたままの流通経路は、図Ⅲ－３－１のよ

うであると推定された。台湾から日本に生きたまま輸入されるオオクチバスは全長 3cm 前

後の稚魚であり、これらが国内の養殖場で１年間ほど中間育成されたあと、全長 30cm 前後

になると管理釣り場で利用されるようになる。その後、管理釣り場で釣り残された場合に

は、数年間にわたって生存する可能性もある。 

なお、WEB 上では、現在の日本の管理釣り場で天然水域において捕獲された大型のオオ

クチバスが不正に流用されている可能性が指摘されているが、それらの不正を確かめる手

段がない。そのため、正規の流通経路で持ち込まれたオオクチバスとそれ以外の個体を識

別する標識手法の確立が待たれている。 

 

 

図Ⅲ－３－１．台湾から日本へのオオクチバス活魚の流通実態 
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②魚類に施す標識の種類と特徴 

生きている魚類に標識を施す方法には、(a) 外部標識（アンカータグ、リボンタグ、ダ

ートタグなど）、(b) 内部標識（ピットタグ、マイクロタグ、色素注入標識）、(c) ALC標識

などがあり、それぞれに利点と欠点がある。 

以下では、それぞれの標識方法ごとに、特徴、利点、欠点などを整理した。 

 

(a) 外部標識 

外部標識にはアンカータグ、リボンタグ、ダートタグなどがあり、形状やサイズ（5～10cm）、

素材、色などはさまざまであり、外部に装着するために脱落することもある。 

国内で流通している多くのタグが外国産（例えばHallprint社）で、国内企業が輸入し販売して

いる。国内の主要な業者は

など。 

 

アンカータグ 

汎用のアプリケーター（タグガン）で容易にタグ打ちが行える。最も利用されているのは T 字型の

外部装着タグである。短時間に大量にタグ打ちを実施する際には、１尾あたりの作業時間が比較

的に短いとされる。 

さまざまな色のタグがある。特殊なインクを用い、タグに数字とアルファベットを印字することがで

きる。理論上は各タグに異なる印字を行なうことで個体識別ができるが、印字のコストは高い。 

外部から簡単に識別することができ、安価である。ただし、稚魚では使用できず、また成魚でも

長期間の使用では脱落することがある。 

 

図Ⅲ－３－２．アンカータグ 

 

リボンタグ 

ポリエチレン製リボン(帯)の片端についた針を、対象生物に貫通させて装着する。装着した後に

針部を切断する。さまざまな色があり、印字も数桁まですることができる。外部から簡単に識別する
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ことができ、打ち込み機械が不要で、安価である。ただし、稚魚では使用できず、また成魚でも長

期間の使用では脱落の可能性を否定できない。 

図Ⅲ－３－３．リボンタグ 

 

ダートタグ 

専用タグ打ち込み針で打ち込み、矢尻の返し部分を魚体の骨に引っ掛けて固定する。外部から

簡単に識別することができ、骨に固定するために脱落率は低いが、稚魚では使用できない。骨に

直接引っ掛けるために魚体への影響は大きいが、その分脱落率は低くなるものと考えられる。 

 

   

図Ⅲ－３－４．ダートタグ 

 

(b)内部標識 

内部標識にはピットタグ、コーデッドワイアータグなどがある。形状やサイズはさまざまであり、

価格は高く読み取り機だけでも十万円以上するが個体識別が可能である。多くのタグが外国

産（例：Biomark社）である。この他、イラストマーという蛍光色を注入する方法もある。 

国内の主要な取扱い業者としては、

などがある。 
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ピットタグ 

ピットタグ（PIT Tag: Passive Integrated Transponder Tag）は、ワシントン条約で附属書Ⅰに記載

され許可なしの取り引きが規制されているアジアアロワナを個体識別するために用いられている。

筋肉にごく小さなピンを打ち込み、外部からその磁気情報を読み取るものである。埋め込み式のバ

イオ適合性タグで、電磁コイル、同調コンデンサー、マイクロチップが入っている受動無線周波式

の標識であり、通常は、製造段階でチップにアルファベットと数字の組み合わせが入力されている

ことが多い。 

電池は不要で、読取機から高周波数の無線信号を受信して、読取機にコードを伝送・表示する。

製造メーカによって読み取りの機種が異なり、タグの挿入には専用のジェクターを用いる。 

標識の脱落がなく、個体識別ができるという利点がある一方で、タグの価格が高く、読み取り機

がないとデータも抽出できない。また、小型の稚魚に標識を埋め込むことができない。 

図Ⅲ－３－５．ピットタグ 

  

マイクロタグ 

海外では淡水魚に、国内ではヒラメ、エビ、サケ科魚類などの水産有用種で利用されており、石

川県の水産試験場などが保有している。金属製のタグで、タグリールと呼ばれる釣り糸のように丸

めて保管される長いタグに、全て同じ認識番号（6 桁までの数字）が記載されており、１つ１つを機

械で切り出しながら魚に注入する。 

通常、魚を機械の上に乗せ、手で抑えて、狙いを定めてタグを打つため、経験により魚の生存

率が異なってくるとされる。魚種によっては麻酔（オイゲノールなど）を必要とする。通常は 2人 1組

での作業で、慣れてくれば１日（７時間程度）で 4000尾に装着することができるとされる。 

対象となる魚の大きさは通常は 4 cm以上であり、タグを挿入した場合の生存率は 4～6 cmで約

60～70%、8 cm以上で 90%を越す。 

タグリールは 1 本 10 万円だが、１本のリールから 1 万個の番号付けができるので、１タグあたり

10円であり、タグ自体の価格は安い。ただし、タグを打つ機械（幅 30cm程度）は 200万円、金属探

知機は 80万円と高価である。 

標識の脱落がなく、個体識別ができるという利点がある一方で、タグと周辺機器を合わせた価格
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が高価であり、金属探知機も必要とされる。また、小さな稚魚に標識を埋め込むことができない。 

 

色素注入標識 

イラストマー蛍光タグ（NMT社製）は、蛍光シリコーン（非蛍光もあり）を専用のインジェク

ターで魚体の透明な組織に注入する標識。イラストマーの色は、蛍光色（赤、黄、緑、オ

レンジ、ピンク、ブルー）と非蛍光色（黒、茶、白、紫）がある。生物適合性が高い医療

用の材料を使用しているため対象となる生物に悪影響を与えない。低価格で短時間で小さ

な魚体にも装着でき、標識の保持率が高く、成長や行動に与える影響も少ない。専用ライ

トを使えば鮮明に確認できる。 

が主な販売店である。 

  

図 Ⅲ－３－６．イラストマーのキット（写 真 ：N M T 社 ）  

 

 

図 Ⅲ－３－７．イラストマーにより標 識 された魚 類 （写 真 ：N M T 社 ）  
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(c) ALC 標識 

 

ALC（アリザリン・コンプレクソン）の特徴 

・ スズキの場合では、エアレーションを施した ALC 溶液（100mg/L）に稚魚を 12 時間以

上浸すことで、耳石（頭部の耳殻にあるカルシウム成分）や鱗に標識を施すことができ

る。ただし、鱗への標識については、耳石に標識がついた個体の７割ほどにしかつかな

い可能性もある（山崎, 2002）。 

・ ALC の標識個体を野外に放流して数年後に再捕獲し、耳石を取り出し（個体は死ぬ）、

または胸鰭下部の鱗を抜いて（個体は死なない）、それらを蛍光顕微鏡で観察すること

で、標識の有無を確認できる（蛍光顕微鏡は各県の水産試験場や大学にある）。 

・ 一度に大量標識することができ、溶液に浸してもほとんど斃死しないので、水産業の種

苗放流の現場（アユ、スズキ、ヒラメ、ハタハタなど）で用いられている。 

・ 

・ ただし、ALC はかなり高価な試薬であるとされ、また、通常のタグのように個体識別

をできないという欠点もある。 

・ 試験研究の現場で ALC による水産種苗への大量標識を行っている

へのヒアリング結果、 の ALC 標識マニュアルについては、次頁以降に記

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 7 

＜アユ等の水産種苗への ALC の使用方法についての電話ヒアリング＞ 

 

日時：平成 18 年 1 月 25 日  10:00～12:15 

） 

 

での ALCの利用状況 

 

 

ALC の価格と一般的な利用量 

・ALC は一瓶 100ｇ入りで約 10 万円で、水量 1 トンで 100ppm だと 100g を使うことにな

る。あとは収容密度にもよります。 

・アユでは全長 40㎜で水量 1トンに 1万尾を収容し、50ppm－6時間で染色可能である。 

・アユは年後なので 50ppm でも問題ないが、バス等では何年後までも標識を保持しようと

思えばもう少し濃度を濃くする必要があるかもしれない。 

 

染色の状況を左右する要因 

・染まり具合は、魚種によってカルシウム代謝のスピードが異なるので個々に違うのだと

思う（ALC はカルシウムに吸着し代謝により失われます）。 

・染色中の生残率についても収容密度や PH の調整、酸素濃度など微妙な取扱いで変化す

る。 

 

魚種ごとの試験研究の必要性 

・ALC は魚種やサイズによって、最適濃度、染色時間が異なり生残率も変わるので、標識

を施す魚種によって事前に実験を行う必要がある。 

 

その他 

・
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＜スズキを含む水産種苗への ALC の使用方法についてのヒアリング＞ 

 

日時：平成 19 年 1 月 25 日  10:00～12:15 

 

） 

 

ALC の使用法と染色状況 

・ ALC はアルカリ液でないと溶けないとされているが、現場では淡水で十分に溶けるこ

とが実証されている。 

・ 100ppm という同じ染色条件でも、耳石がよく染まる日とよく染まらない日があり、そ

の理由は不明。魚種によっても染まり具合は異なり、ヒラメは 30ppｍでよく染まり、

300ppm だと肉眼でみえるほどに染まることが確認されているが（

の研究成果）、他の魚種では同じような濃度にしてもあまり染まらないことがある。 

・ スズキでは３cm 以下だとよく染まるが、全長 10ｃｍではあまり染まらないなど、染色

状況には成長に伴う差異がある（成長率や代謝との関係と思われる）。 

 

ALC の二重染色の可能性 

・ 一回染色したあとに一定期間をあけて染色すると、ALC の二重リングを作れる可能性

がある。 

・ 二重リングを作るのであれば、上記にあるように、やや大きくなって成長しなくなる前

に、２つ目のリングを形成させる必要がある。 

 

蛍光顕微鏡の使用法 

・ 耳石を顕鏡するときにはＧ励起とＢ励起を用いる。ALC 染色部分はＧ励起だと赤色に

光り、それ以外の部分もやや赤く光って見えるように思う。一方、Ｂ励起だとオレンジ

色に光る部分だけが ALC 染色部分なため、Ｂ励起でみることが多い。 

・ 稚魚を染色し１年経過した個体の耳石を観察するときには、耳石が厚くなり、そのまま

包埋しても染色部分がみえないことがある。この場合には、乾燥標本として耳石を取り

出して取っておき、研磨すれば（あるいは２つに割れば）、染色部分を確認できる。 

・ 稚魚を染色し１年経過した個体の鱗を観察するときには、鱗が厚くならない限り、鱗中

央部に染色箇所が残るので、そのまま確認することができる。 
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図Ⅲ－３－８ の蛍光顕微鏡（緑色のＧ励起照射中） 

 

ALC 溶液の使いまわし法 

・ ALC は高価であり、できるだけ低い濃度で、大量に染めることができればベスト。ス

ズキでは、通常、使い回しをしなかったが、溶液の使い回しを行なってもよいと思う。 

・ ALC の使いまわし法については の魚種で関西地方の水産試験場が行

なっていたと思う。 

 

ALC の使用の安全性について 

・ ALC を食用の魚に用いるのには抵抗があり、アメリカでは食用魚への使用は禁止され

ている。同様な理由で薬浴剤マラカイトグリーンについても影響が懸念されている。 

・ 日本では水産庁は ALC の使用を積極的に推奨することはないが、試験研究で使うこと

については問題ないとの立場をとっているようで、さまざまな魚種や無脊椎動物につい

て利用されている。 

・ この問題には薬事法が絡み、今後の使用がどうなるかはわからないが、管理釣り場のオ

オクチバスの場合には食用利用する例はないし問題ないと判断されるだろう。 

 

包埋に用いるエポキシ樹脂接着剤 

・ 耳石や鱗の包埋に用いるエポキシ樹脂接着剤は、6 時間くらいたたないと固まりはじめ

ないものがよい。 

・ 最近までは 80℃の熱をかけないと完全に固まらないエポキシ樹脂接着剤を重宝してい

たが、現在では使われていない。透明度の点でもこれらの製品が望ましい。 
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③オオクチバスの管理に適した標識の検討 

台湾から日本へのオオクチバスの流通実態（①参照）や一般的な魚類の標識の種類と特

徴（②参照）に関する情報に基づくと、台湾から日本に輸入される体長 3cm 前後のオオク

チバスに標識を施すのが最も簡便であり、かつ正規の流通経路を経て輸入されたものの証

となる。以下では、②で示した標識手法のなかで、オオクチバス稚魚の管理に適した標識

について検討した。 

 

標識可能な魚体サイズ 

 標識ができる最小の体サイズは、外部標識で体長 10cm 以上で、内部標識で体長 5cm 以上、色

素注入で数 cm以上である。ALCではどのサイズの仔稚魚でも標識しうる。 

 

標識の脱落 

外部標識（アンカータグ、リボンタグ、ダートタグなど）では脱落の危険性があるが、内

部標識（ピットタグ、マイクロタグ、色素注入）や ALC標識では脱落しない。 

 

大量標識の可能性 

 ALC標識では稚魚時に一度に大量に標識を施せるが、他の標識法では手作業で行なうため

に多くの時間と労力を要しコストパフォーマンスが悪い。 

 

偽造の可能性 

 外部標識や内部標識では偽造が可能だが、高度な技術を要する。同様に、ALC 標識では標識

後に釣獲サイズになるまで長期飼育しなくてはならず、わざわざ業者が偽造する可能性は低い。 

 

個体識別の可能性 

外部標識のなかには、あらかじめ数字や英語を印字し個体番号を与えて個体識別を行なえるも

のがあるが、脱落しやすく、偽造も容易なため現実的ではない。内部標識のPITタグはCITESの規

制対象であるアジアアロワナの個体識別管理で用いられているが、国内で高価な読み込み機を整

備している機関はわずかであり、輸入時のオオクチバス稚魚に埋め込むことも難しい。ALC 標識で

は個体識別はできない。 

 

業者識別の可能性 

 いずれの標識でも業者識別を実施しうる。 

 

以上のことから、台湾から日本に輸入されるオオクチバス稚魚に標識を施す場合には、稚魚時に

ALC標識を施すのが最も現実的である。 
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④オオクチバス稚魚への ALC標識の装着実験 

 

a. はじめに 

ALC は高価な薬品であるため、実際の現場での大量標識処理の前に、実用的な ALC 濃度、

浸漬時間を適正に定めておく必要がある。そこで本調査では、まずオオクチバス稚魚の耳

石と鱗に ALC標識を付ける際の有効濃度や処理時間を実験的に検討した。次いで、ALC染色

後に通常の飼育水で 48時間飼育した個体について、耳石と鱗の標識の残存状況をチェック

した。 

 

b. 材料と方法 

ALC による標識手法の検討  

オオクチバス稚魚を ALC により標識処理する際の、適正な ALC 有効濃度、浸漬時間を

決めるため、水槽実験を行なった。 

ALC 濃度を 50, 100, 200 ppm（50, 100, 200mg/l）の３通り、処理時間を 6, 12, 18, 24

時間の４通りを組み合わせて 12 の試験区を設定した。実験に供した稚魚の体長は 26～31 

mm（平均±SD = 27.5±1.2 mm）、全長は 29～35 mm（平均±SD = 32.3±1.3 mm）で、

各試験区とも 90l スチロール水槽に 200 尾ずつ収容し、規定の ALC 濃度で 40l になるよう

に水量を調整した。試験中の急激な水温変動を防ぐため、容器は日陰に設置した。試験中

の水温は 22.2～24.3℃であった。給気はエアーストーンにより各水槽に十分量行なった。

浸漬処理終了時に、斃死個体がある場合はその尾数を数え、生存魚は急速冷凍して保管し

た。染色状況をチェックするため各試験区とも 15 尾から耳石（扁平石）と鱗（胸鰭と側線

の間の部位のもの）を採取し、スライドグラスにのせ、蛍光顕微鏡により標識の有無を確

認した。検鏡には耳石と鱗を落射蛍光顕微鏡（OPTIPHOTO-2, ニコン製）を用い、B およ

び G 励起フィルターで観察した。 

 

ALC 溶液浸漬後に通常の飼育水で 48 時間飼育した稚魚の標識の検出 

 ALC 濃度を 50ppm と 100 ppm で 24 時間浸漬した後に、通常の飼育水で 48 時間飼育し

た稚魚について、上記と同様の手法で耳石と鱗を摘出し検鏡し、標識の残存状況を調査し

た。 

 

c. 結 果 

ALC 処理の有効濃度と浸漬時間の検討 

 標識試験中に斃死した稚魚が認められたのは 200ppm の溶液のみであり、24 時間で斃死

した尾数は 159 尾で全供試魚の尾数の 79.5%に及んだ（表Ⅲ－３－１）。一方、50ppm と

100ppm の溶液では 24 時間浸漬しても稚魚の斃死は認められず、それらの稚魚を通常の飼

育水に移して 48 時間経過しても斃死しなかった。 
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表Ⅲ－３－１．オオクチバス稚魚の ALC濃度別の浸漬処理後の死亡尾数 

ALC濃度（ppm) 供試尾数 
24時間浸漬後の

死亡尾数 

 浸漬後 48 時間

後＊の死亡尾数   

50 200 0  0 

100 200 0  0 

200 200 159   - 

＊ALC で 24時間浸漬処理した後に通常の飼育水で 48時間飼育した稚魚   

 

ALC による耳石の染色状況 

 溶液への浸漬終了時に摘出した耳石（扁平石）は蛍光顕微鏡で観察するとオレンジ色に

染色されていた。染色状態から下記の発光強度の基準を設け、各試験区の条件を評価した。 

 

0：全く染色されていない 

1：周囲の一部が染色されている 

2：周囲全体が染色されている 

3：周囲全体が非常に鮮明に染色されており、耳石の全表面も染まり、蛍光を当てなくても

染色が確認できるものもある 

 

 表Ⅲ－３－２に、ALC 濃度別の浸漬時間と耳石および鱗の ALC 標識の発光強度との関係

を示した。ALC 濃度 50～100ppm 試験区では、すでに 6 時間後に蛍光染色がみられたが、

染まり具合は薄く、染色評価は１以下が 80％以上を占めていた。両方の液では時間が経過

するに従い徐々に蛍光染色が濃くなり、12 時間後には染色評価 2 が 60%以上、18 時間後に

は染色評価 2～3 が 90%以上、24 時間後には染色評価 2～3 評が 100%を占めた。 

それぞれの試験区について、有効標識率（耳石の ALC 標識の発光強度の評価値が２以上

である個体が占める割合）は、ALC 濃度 50ppm で 24 時間以上、ALC 濃度 100ppm で 18

時間以上浸漬した場合に 100%を占めていたのに対し、ALC 濃度 200ppm で 24 時間浸漬し

ても有効標識率は 50％に満たなかった。 
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表Ⅲ－３－２．オオクチバス稚魚の ALC濃度別の浸漬時間と耳石および鱗の ALC標識発光強度 

   
耳石の発光強度

（％） 
 

鱗の発光強度

（％) 

ALC 濃度（ppm) 浸漬時間（h） 供試尾数 0 1 2 3   0 1 2 3 

50 6 15 7  93     87  13    

50 12 15  40  60    20  20  60   

50 18 15  7  67  27     80  20  

50 24 15     47  53        7  93  

100 6 15 7  80  13      27  73  

100 12 15  20  73  7     47  53  

100 18 15   53  47     40  60  

100 24 15     33  67        13  87  

200 6 10 10  90       10  90  

200 12 9 33  67       11  89  

200 18 8 50  13  38      25  75  

200 24 10 60  30  10          20  80  

            

 

ALC による鱗の染色状況 

 耳石における ALC 標識は、B 励起フィルターを用い 40 倍の検鏡倍率で容易に確認され

たが、鱗の場合は同じ条件でほとんど標識を認めることができなかった。鱗の標識は検鏡

倍率 100～200 倍，B 励起フィルターあるいは G 励起フィルター使用条件下で確認された。

標識が確認できる検鏡条件から標識の染色状態（発光速度）を個体ごとに次の４段階に点

数を付けた。 

 

0：全く標識が見えないもの 

1：発色が薄い：B 励起・100 倍では見えない、200 倍・B 励起でかすかにオレンジ色に見

え、G 励起フィルターで赤く確認できる 

2：見える：B 励起・100 倍で見えるが発色は弱い、G 励起にするとはっきり見える 

3：良く見える：B 励起、100 倍ではっきり見える 

 

 上記の区分より、ALC 濃度別の浸漬時間と鱗の ALC 標識発光強度との関係を調べたとこ

ろ、それぞれの ALC 濃度の溶液中で 18 時間以上浸漬した場合に、鱗の発光強度２以上の

個体（図Ⅲ－３－９）が 100%を占めた。 
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表Ⅲ－３－９．ALC濃度別に 24時間浸漬処理した後に通常の飼育水で 48時間飼育したオオ
クチバス稚魚の耳石と鱗の ALC標識発光強度 

ALC 濃度

（ppm) 

浸漬時間

（h） 

通常飼育

時間（h） 
供試尾数 

耳石の染色評価（％）  
鱗の染色評価

（％) 

0 1 2 3   0 1 2 3 

50 24 48 20   100    35 65  

100 24 48 20     85 15     10 75 15 

 

   

図Ⅲ－３－10．ALC100ppm溶液で24時間染色後に真水で48時間飼育したオオクチバス稚魚（体

長 28 mm）の耳石と鱗の落射蛍光顕微鏡画像． 

a)耳石の全形（B励起照射中．ALC染色部分が蛍光の赤色にみえる） 

b)耳石の一部分（B 励起照射中の a の部分拡大写真．ALC 染色部分が濃い赤色にみえる．半透明な縁辺部は染

色後 48 時間での成長部分を示す．） 

c)耳石の全形（G励起照射中．ALC染色部分が蛍光の赤色にみえる） 

d)鱗の全形（G励起照射中．ALC染色部分が蛍光の赤色にみえる） 

 

 

a b 

c d 
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ALC 溶液浸漬後に 48 時間飼育した稚魚の耳石と鱗の染色状況 

 ALC 濃度を 50ppm と 100 ppm で 24 時間浸漬した後に、通常の飼育水で 48 時間飼育し

た稚魚では、耳石の縁辺に新たな成長部分が形成されていた（図Ⅲ－３－10a, b）。これら

の稚魚では、耳石の発光強度の評価値 2 以上の個体が 100％を占めていた（表Ⅲ－３－３）。

鱗の発光強度の評価値 2 以上の個体は 50ppm で 65%、100ppm で 90％を占めており、鱗

については 50ppm よりも 100ppm の方で標識がより残存していた。 

 

d. 考察 

 

耳石と鱗への標識 

 今回の結果から、オオクチバス稚魚に ALC 標識処理を行なう場合、ALC 濃度 200ppm では

斃死率がきわめて高く染まり具合も悪いが、ALC濃度 50～100ppmで 24時間処理するのであ

れば斃死せず耳石への有効標識率が 100％になることが明らかになった。また、鱗について

は、ALC 濃度 50ppm よりも 100ppm の方が標識の残存率が高いこともわかった。これらのこ

とから、耳石と鱗の両方に標識を付けるためには 100ppm で 24 時間染色するのが最適と考

えられる。 

 

今後の課題 

現在、台湾から日本に生きたまま輸入されるオオクチバスは全長 3cm 前後の稚魚であり、

これらが国内の養殖場で１年間ほど中間育成されたあと、全長 30cm 前後になると管理釣り

場で利用されるようになる。その後、管理釣り場で釣り残された場合には、数年間にわた

って生存する可能性もある。 

今回の実験では 3cm 前後の稚魚に ALC 染色したあと 48 時間後まで標識が残存すること

を確認できた。さらに、今後、国内のオオクチバスの管理釣り場などで、本手法による管

理体制の運用を検討するのであれば、ALC の最適染色濃度 100ppm で 24 時間かけて染色

したオオクチバス稚魚を大型水槽で飼育し、ALC 染色 1 か月後、3 か月後、6 か月後、1 年

後、２年後まで定期的に取り上げて、耳石と鱗の標識の残存状況をチェックするなどの実

験を行うことが不可欠である。 

台湾の種苗生産施設において ALC 標識を施すためには、大量に標識する際の染色液の作

り方、染色方法（時期、時間、水槽の設置、エアレーション、液の使い回し等）などの非

公開マニュアルを作成する必要がある。なお、仮に、本手法により日本国内で産卵・孵化

した稚魚に ALC 標識を施せたとしても、継続飼育する技術を持っている業者は少なく、他

の外部・内部標識手法よりも偽造が起こる可能性は低い。 
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写真．ＡＬＣ100ppm溶液で染色中のオオクチバス稚魚 

 

 

⑤ALC標識を用いたオオクチバスの特定飼養等施設の管理体制とその問題点 

日本国内ではオオクチバスの種苗を大量に生産しペレットに餌付かせる技術が確立して

いない。そのため、現在、国内の養殖場や管理釣り場で利用されているオオクチバスの種

苗は、すべて台湾の種苗生産施設から輸入されたものである。 

国内の管理釣り場などの業者が台湾産以外のオオクチバスを不正に利用する場合には、

国内の湖沼や河川などで捕獲されるペレットに餌付いていない稚魚を導入し長期飼育して

から利用する可能性は技術的にもコスト的にも考えにくく、湖沼や河川などで成長した大

型個体を捕獲し導入するものと考えられる。 

したがって、台湾でオオクチバス稚魚を出荷するときに ALC による標識を義務付け、国

内の各業者が種苗を入荷するときには必ず稚魚のサンプルを採取し、かつ、管理が徹底し

ていないと考えられる管理釣り場とその周辺水域で不定期に大型個体のサンプルを採取す

ることで、特定飼養等施設におけるオオクチバスの管理を十分に強化することができる（図

Ⅲ－３－11）。この管理体制のもとで、次のようなことを大まかに把握しうる。 

 

・特定飼養等施設の近くの天然水域で捕獲された個体が飼養施設由来かどうかの判別 

・特定飼養等施設で釣られる大型個体が天然種苗かどうかの判別 

・特定飼養等施設においてバスのみだらな繁殖の有無の推定。 

この他、近年、ダム湖の釣り大会で捕獲される大型個体については、養殖個体が放流さ

れたものではないかとの疑いも出ているが、それらの判別にも用いることができる。 

 

ただし、ALC 標識による方法では個体識別ができないため、この管理体制はあくまで疑

わしい行為が存在しているかどうかを調べる指標として利用するものである。また、この
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管理体制を正式に運用する場合には、事前に ALC 標識個体を長期間飼育して標識の着脱状

況について調査し、運用が開始されたあとも数年間の試験運用期間を設けることが望まし

い。 

 

 

図Ⅲ－３－11．ALC標識によるオオクチバスの特定飼養等施設の管理体制の模式図 

台湾の種苗生産施設 

全出荷個体に ALC 標識 

 

管理釣り場 

 

養殖場 

（中間育成） 

釣具メーカー 河口湖など 

    （天然産卵あり） 

特定飼養等施設近くの天然水域 

 

逃げ出した個体 
みだらな繁殖 or 

密放流個体 

   
 

 

     

 

 

 

 

 

ALC 標識バス 

他由来のバス 

最初は鱗のみ検査。疑

わしいときに耳石によ

る再検査も行なう。 

Sample を蛍光顕微

鏡のある施設（水産総

合研究センター、地方

水試、大学）に輸送し、

ALC 標識の有無をチェ

ックする。 

 

②不定期 Sampling 

（地方環境事務所） 

 

①入荷時 Sampling 

③不定期 Sampling 

（地方環境事務所） 




